
行き

ガ
ス
橋

国
道
１
号

多
摩
川
大

橋
5Ｋ川上水門

10Ｋ 折り返し

キープレフト

ゴール

３・５１０スタート

古市場グランド川崎リバーサイド

ゴルフ場

上
流
側
出
入
口

下
流
側
出
入
口

１回目共通折り返し

＆10Ｋ２回目帰り折

り返し

３Ｋ折り返し

子ども１Ｋｍスタート位置は変わらず
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発行責任者 佐藤 静雄

編集「河原版」編集委員会（今野雄・鈴木保・中山浩明）

〒211-0002 川崎市中原区上丸子山王町2-1332
（事務所移転しました）新日本スポーツ連盟川崎市連盟

（連絡先）Ｅメール : kawasaki@yg.qee.jp

月例終了後の問合せは市連盟事務所 044-433－1120へ

郵便振替での棄権届を復活します
名義：新日本スポーツ連盟ＲＣ 番号：00260-4-33100

主 催 月例川崎マラソン実行委員会

後 援 川 崎 市

４
月
月
例
か
ら
10
月
ま
で
は
夏
時
間
で
の
開
催

Ｇ
Ｗ
の
前
半
の
明
日
30
日
（
月
・
祝
）
は

第
24
回
横
浜
駅
伝
大
会

（
神
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主
催
）

６
６
２
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
の
駅
伝
大
会
は

日
本
一
！
い
や
世
界
一
！

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
で
は
省
資
源
の
た
め
、
記
録
シ
ー
ト
は
最
小
限
に
し
て
い
ま
す
。

前
月
記
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
当
日
、
本
部
前
に
掲
示
し
ま
す
「
掲
示
板
」
を
見
て
下
さ
い
。

第４３４回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３３回月例参加者動向

年間累計出場者（～３月 ３３８８ )

実数 825（昨年３月は震災でお休み）

2012.3.25 晴 N 0.5m/s 12.3℃ 53％

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 309 44 353

５ｋ 310 66 376

３

ｋ

幼少 21 10 31

中学 11 5 16

大人 277 52 329

計 293 53 346

子ども１ｋ 71 48 119

延べ出場者 870 166 1036

初参加者 96 26 122

棄 権 52 10 62

延べ参加者 922 184 1106

◆来月の月例は、5月２７日です。
４月～１０月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ ８：30
５ｋ ９：00 10ｋ ９：30
スタートです。（出場受付は各種目の
１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と
し
て
推
進
す

る
基
本
理
念
（
第
２
条
）
の
中
で
、

「
自
主
的
か
つ
自
律
的
に
そ
の
適
性

及
び
健
康
状
態
に
応
じ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ
な

う
者
に
対
し
、
不
当
な
差
別
的
取
り

扱
い
を
せ
ず
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
公
正
か
つ

適
切
に
実
施
す
る
」
と
明
示
し
て
い

ま
す
。
第
21
条
で
は
、
「
国
及
び
地

方
公
共
団
体
は
、
国
民
が
そ
の
興
味

又
は
関
心
に
応
じ
て
身
近
に
ス
ポ
ー

ツ
を
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
（
以
下
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
）
が
行
う
地
域
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事

業
へ
の
支
援
、
住
民
が
安
全
か
つ
効

果
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
た
め
の
指

導
者
等
の
配
置
、
住
民
が
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
を
行
い
相
互
に
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
22
条
で
は
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、

広
く
住
民
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
運
動
会
、
競
技
会
、

体
力
テ
ス
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
そ
の
他
の
者
が
こ
れ
ら
の
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
奨
励
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お

け
る
、
「
自
主
性
の
尊
重
と
差
別
を

し
な
い
」
と
い
う
法
の
精
神
と
し
て

重
要
な
こ
と
で
す
。
日
本
国
憲
法
で

は
、
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ

り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的

関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い

（
第
14
条
）
」
。
社
会
教
育
法
で
は
、

「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
社
会

教
育
関
係
団
体
に
対
し
、
い
か
な
る

方
法
に
よ
っ
て
も
、
不
当
に
統
制
的

支
配
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
事
業
に

干
渉
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
（
第
12

条
）
」
。
地
方
自
治
法
で
は
、
「
地

方
公
共
団
体
は
、
住
民
が
公
共
の
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
（
第
244
条
）
と
、
「
自
主
性

の
尊
重
と
差
別
し
な
い
」
こ
と
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

精
神
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。
新
日

本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

宣
言
で
は
、
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神

は
、
な
に
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

お
い
て
、
ル
ー
ル
に
基
づ
き
公
正
に

振
る
舞
い
、
自
己
の
最
善
を
尽
く
し
、

相
手
を
対
等
な
仲
間
と
し
て
尊
重
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
フ
ェ

ア
プ
レ
イ
精
神
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
高
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
真
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ー
つ
づ
く
ー

連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
５
）

～
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
示
す
〝
法
の
精
神
～

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

３
６
２
６

平
田

俊
彦

４
０
７
０

馬
込

礼
貴

４
０
９
１

坂
田

浩
慈

４
１
２
９

安
達

謙
次

４
２
４
７

赤
野

圭
一

４
４
９
２

飯
塚

裕
介

４
５
０
０

西
村

眞
治

４
５
０
５

伊
東

正
敬

４
５
８
２

山
﨑

武

４
７
３
８

林

怜
央

４
８
７
７

平
本

順
也

４
８
８
１

佐
藤

陽
杜

４
８
８
２

佐
藤

航
希

４
８
８
３

佐
藤

昭
博

４
８
８
４

高
橋

義
彰

４
８
８
９

北
口

勝

４
８
９
６

伊
林

洋
志

４
９
１
８

鈴
木

秀
行

４
９
２
９

遠
藤

正
章

１
４
０
２

赤
野

真
悠

１
４
３
９

武
田
喜
美
子

１
５
４
１

澁
谷

久
美

１
６
０
７

平
本

莉
也

１
６
１
２

髙
橋

知
里

１
６
１
４

北
口
い
つ
き

１
６
１
５

北
口
み
ど
り

１
６
２
６

菊
池

美
咲

１
６
３
１

吉
永

陽
子

４
７
１
１

奥
本
航
一
郎

(
20

12

年
１
月
）

（
敬
称
略
）

４
５
７

飯
田

忠
二

２
０
１

城
野

則
重

３
２
０

辻
川

松
雄

７
３
９

加
藤

久
美

１
３
４

森

泰
之

３
１
７
９

吉
田

一
翔

３
１
８
１

今
川

成
幸

３
１
８
８

安
孫
子
瑞
貴

５
４
９

江
守
美
加
子

５
７
２

吉
田

唯

３
６
２
７

秋
月

孝
太

３
６
４
２

菅
原

勇
司

７
８
２

箱
石

一
利

４
２
２
４

久
保

悟

４
２
２
９

福
山

博
文

１
１
１
２

高
谷

弘
美

９
７
０

佐
藤

克
己

２
３
５
２

鈴
木

義
雄

３
９
３
７

清
水

洋
一

４
０
９
３

作
地

裕

４
１
１
２

西

一
宏

４
１
２
６

奈
良

孝
之

４
５
３
６

野
上

碧

４
５
５
１

杉
野
森
貞
幸

４
５
８
１

増
井

慶
成

１
１
４
２

早
田

奈
々

１
３
６
４

大
井

萌

１
４
４
４

永
野

藍

１
４
４
５

松
本
あ
す
み

１
４
２
９

山
﨑

光
紗

(2
01
2

年
２
月
）

７
２
９

飯
野

恭
至

１
２
５
７

直
井

洋
介

２
６
０
８

福
山

公
通

２
７
５
９

古
尾
谷
雄
一

２
７
６
７

小
林

明
秀

３
２
６
８

今
岡

仁

第
４
３
４
回
月
例
表
彰
者

◇

２
５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

1
５
０
回
連
続
出
場
賞

３・５・１０Ｋのスタート地点変更
それに伴い、折り返し、グラウンド・ゴールの
入り方も変わっています

２０１２年１月月例より
（子ども１Ｋは従来通り）

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

1
３
０
回
連
続
出
場
賞

◇

1
０
０
回
連
続
出
場
賞

４/１、日本では３回目（プレ大会を入れると４回目）

の世界同時マラソン、（２０１２ＶＩＶIＣＩＴＴＡ）

が新横浜鶴見川河川敷コースで開催され１７０名のラン

ナーが白い統一Ｔシャツで１２キロを「平和 ・思いや

り・環境」を考えかつアッピールしながら走りました。

（スタート時、自然と出る歓声と拍手）

２０１２年よこはまＶＩＶＩＣＩＴＴＡ開催される
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「
～
さ
ん
の
趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン

で
す
」
と
い
う
会
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
が
、
こ
の
時
の
“
マ

ラ
ソ
ン
”
と
い
う
意
味
は
「
長

い
距
離
を
走
る
こ
と
」
と
い
う

意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
「
月
例
川
崎

マ
ラ
ソ
ン
」
の
よ
う
に
広
い
意

味
で
「
走
る
」
と
い
う
こ
と
を

表
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
“
マ
ラ
ソ
ン
”
は
、

本
来
、
４
２
．
１
９
５
ｋ
ｍ

（
公
認
距
離
）
を
競
走
す
る
種

目
の
名
前
で
あ
っ
て
、
「
長
い

距
離
を
走
る
」
と
い
う
意
味
と

は
異
な
り
ま
す
。
で
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
必
ず
し
も
４
２
．
１
９

５
ｋ
ｍ
で
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
第
１
回
の
ア
テ
ネ
と

第
３
回
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
は
４

０
ｋ
ｍ
で
、
第
２
回
の
パ
リ

は
４
０
．
２
５
ｋ
ｍ
、
第
４

回
の
ロ
ン
ド
ン
で
や
っ
と
４

２
．
１
９
５
ｋ
ｍ
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
た
し
ば
ら
く
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
第
８
回
の

パ
リ
（
２
回
目
）
か
ら
正
式

に
４
２
．
１
９
５
ｋ
ｍ
と
な

り
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
第
１
回
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
（
40
ｋ
ｍ
）
の
優

勝
タ
イ
ム
は
２
時
間
58
分
50

秒
で
し
た
。
過
去
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン

が
あ
れ
ば
、
今
日
月
例
に
参

加
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
の

何
名
か
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
が
と
れ
ま
す
ね
。

（
つ
づ
く
）

記

96

中
山

浩
明

編
集
後
記

今
年
の
燕
の
初
見
は
４
月
８
日
。
春
は
一

気
に
や
っ
て
来
た
。
今
年
の
桜
も
10
日
ご
ろ

が
最
高
調
で
そ
の
夜
、
東
神
奈
川
に
あ
る
孝

道
山
で
夜
桜
を
楽
し
ん
だ
。

８
日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
と
あ
っ
て
お

寺
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
の
絵
巻
物
語
の
舞

台
も
つ
く
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
傍

ら
で
お
花
見
を
楽
し
ん
だ
。
隣
り
の
花
見
客

は
、
と
あ
る
会
社
の
懇
親
夜
桜
会
。
芸
達
者

な
人
々
が
、
歌
を
歌
い
だ
し
こ
ち
ら
も
加
わ
っ

て
の
歌
合
戦
と
相
成
っ
た
。
ほ
ろ
酔
い
で
、

互
い
に
譲
り
合
い
バ
カ
騒
ぎ
で
な
い
花
見
は

久
し
ぶ
り
だ
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
桜
も
百

年
経
つ
て
今
年
は
と
っ
て
も
美
し
い
と
い
う

が
、
あ
ち
ら
で
は
ど
の
よ
う
な
花
見
を
し
て

い
る
も
の
だ
ろ
か
？

そ
の
数
日
後
、
野
田

総
理
以
下
関
係
閣
僚
が
関
西
電
力
の
大
飯
原

発
の
３
、
４
号
機
の
再
稼
働
を
目
論
む
閣
僚

会
合
し
き
り
で
「
机
上
の
安
全
確
認
」
で
何

と
か
し
て
「
脱
原
発
」
世
論
を
か
わ
そ
う
と

の
安
全
宣
言
は
見
え
見
え
。「
福
島
を
忘
れ
な

い
」
の
世
論
と
対
峙
し
て
い
る
。
一
夜
明
け
、

説
得
に
福
井
県
入
り
し
た
枝
野
経
産
相
を
迎

え
る
市
民
は
「
え
だ
Ｎ
Ｏ
］
と
再
稼
働
反
対

の
意
思
表
示
。
そ
れ
に
つ
づ
く
消
費
税
増
税
、

Ｔ
Ｔ
Ｐ
。
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る

世
論
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
今
年
の
焦
点
に
な

り
そ
う
だ
。
そ
し
て
22
日
に
は
佐
渡
で
放
鳥

さ
れ
た
朱
鷺
の
ひ
な
が
誕
生
し
た
と
の
報
道

36
年
ぶ
り
の
と
の
こ
と
。
め
で
た
し
！

①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル

「よ
ろ
ず
相
談
」送
信
も
出
来
ま
す
。

②

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・50
・

65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・250
・300
回
が
あ

り
ま
す
。
15
回
は
Ｎ
Ｏ
刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は
賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー
又

は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例
チ

ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一
年
分
）

の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申
し
出
制
）
連

続
賞
は
三
百
回
ま
で
連
続
三
百
回
達
成
者
は

月
例
名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

復
活
し
ま
し
た
。

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

「
が
ん
ば
っ
て
る
ね
」
「
ま
だ
七
○

代
だ
か
ら
・
・
」
「
き
ょ
う
は
ゆ
っ

く
り
だ
ね
」
「
も
う
歳
だ
か
ら
・
・
」

顔
な
じ
み
の
月
例
ラ
ン
ナ
ー
仲
間

と
こ
ん
な
会
話
を
か
わ
し
な
が
ら
連

続
出
場
し
て
い
る
。

三
〇
代
に
な
っ
て
運
動
不
足
と
不

摂
生
で
増
え
た
体
重
を
減
ら
そ
う
と

始
め
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
四
十
年
近
く

も
続
け
ら
れ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

月
例
川
崎
に
参
加
し
て
か
ら
二
十

六
年
余
り
。
参
加
す
る
仲
間
も
か
な

り
入
れ
替
り
、
か
っ
て
一
緒
に
走
っ

た
仲
間
の
な
か
に
は
今
で
は
見
か
け

な
く
な
っ
た
人
も
多
い
。

「
そ
う
い
え
ば
、
彼
の
姿
が
見
か

け
な
く
な
っ
た
が
、
ど
う
し
た
や
ら
ー
」
。

気
に
か
か
る
仲
間
が
結
構
い
る
も
の

だ
。
新
し
い
仲
間
と
の
顔
な
じ
み
も

増
え
て
き
た
の
も
楽
し
い
。

以
前
一
緒
に
走
っ
て
い
た
仲
間
か

ら
は
「
ま
だ
走
っ
て
い
る
の
か
」
と

ひ
や
か
さ
れ
そ
う
だ
が
、
脚
力
と
気

力
、
体
力
が
続
く
限
り
「
ま
だ
」
と

「
も
う
」
を
使
い
分
け
、
こ
れ
か
ら

も
名
誉
会
員
ら
し
く
楽
し
み
な
が
ら

走
り
続
け
て
い
き
た
い
。
自
分
の
足
・

脚
に
感
謝
し
な
が
ら
ー
。

（
完
）

【
鳩
山
元
首
相

イ
ラ
ン
へ
外
交
に
？
】

頼
ま
れ
も

せ
ぬ
に
出
か
け
て

無
駄
遣
い

余
計
な
お
世
話

【
大
相
撲
春
場
所

鶴
竜

大
関
昇
進
決
定
】

大
関
が

相
撲
出
世
の

溜
ま
り
場
に

降
格
優
遇
で
六
人
に

【
日
本
ハ
ム

斉
藤

開
幕
戦
完
投
で
勝
利
】

持
ち
き
れ
ず

重
い
球
団

背
負
う
男(

ひ
と)

持
っ
て
る
男

（
１
９
５
９

下
山
孝
雄
）

『
快
汗
駄
句
駄
句
』

河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

第
４
３
３
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①
仲
間

１
１
２
３
３
善
本
妃
万
里
ち
ゃ
ん

１
４
７
２
中
森

ひ

ま

り

花
音
ち
ゃ
ん

１
１
７
１
仲
嶋
明
日
香
ち
ゃ
ん

１
２
７
６
高
阪

か

ん

な

七
葉
ち
ゃ
ん
他
毎
回
５
～
６
家
族
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
３
歳
が

３
名
、
４
月
か
ら
の
新
１
年
生
・
４
名
も
走
り
ま
し
た
。

１
年
半
ぐ
ら
い
続
け
て
出
場
し
て
い
る
子
ど
も
い
ま
す
が
、
年
齢

に
関
係
な
く
み
ん
な
で
楽
し
く
走
っ
て
い
ま
す
。

②
仲
間

２

１
５
５
６
廣
田
千
慧
さ
ん
４
４
４
永
野

藍
さ
ん

ち

さ

と

１
４
４
５
“
松
本
あ
す
み
さ
ん
「
星
の
子
中
川
中
・
陸
上
部
」

女
子
１
年
・
２
年
生
チ
ー
ム
”
で
す
。

３
ｋ
ｍ
の
ベ
ス
ト
は
11
・

18
で
、
今
日
は
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を
目
指
し
ま
し
た
が
あ
と
一
息

で
し
た
。

③
仲
間

３

月
例
常
連
チ
ー
ム
で
す
。

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

本
日
４
月
１
日
よ
り
新
社
名
に
な
り
ま
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
で
「
ア
ズ
ビ
ル
」
で
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

④

驚
異
の
小
学
２
年
生
！
４
３
１
５
稲
光
希
竜
君

き
り
ゅ
う

今
日
の
５
ｋ
ｍ
を
大
き
い
人
と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
て

19
分
10
秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、

ゆ
っ
く
り
走

る
と
き
と
ス

ピ
ー
ド
を
上

げ

て

走

る

（
イ
ン
タ
ー

バ
ル
）
練
習

を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
記
録
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

⑤

子
ど
も
１
㌔
１
位

５
１
０
６
伊
藤

一
馬
君
（
小
３
）
３
月
初
参
加
。

⑥
「
月
例
育
ち
」
星
野
光
汰
君

３
月

３
・
５
・
10
㌔
３
種
目
制
覇

星
野
君
、
現
在
５
０
０
０
ｍ
自
己
ベ
ス
ト
は
、

14
分
23
秒
で
す
。

⑦
大
田
区
下
丸
子
に
あ
る
「
丸
子
幼
稚
園
」
の

な
か
よ
し
の
お
友
達
で
す
。
4
月
よ
り
年
長

組
に
な
り
ま
す
。
連
続
賞
の
盾
＆
賞
状
が
魅

力
で
、
月
末
の
日
曜
日
は
家
族
の
誰
よ
り
も

早
起
き
し
て
い
ま
す
。
早
く
走
れ
る
よ
う
に

と
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
野
菜
も
食
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
右
か
ら
鶴
谷
勇
慧
君
、
高

野
莉
世
君
伊
藤
大
智
く
ん

菊
池
美
咲
ち
ゃ

ん
（
左
上
）
野
上
碧
く
ん
（
写
真
を
撮
る
時

に
た
ま
た
ま
居
な
か
っ
た
の
で
・
・
）
（
⑦

の
写
真
・
コ
メ
ン
ト
提
供
は
鶴
谷
登
さ
ん
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
ま
だ
』
『
も
う
』
こ
れ
か
ら
も
！

５
８
２

嶋
田

秀
尚

①

親ごさんと一緒に子どもたちの参加が目立
ます。

ー中山先生講座ー ランの科学
『“マラソン”の本当の意味は？』

ＶＯＬ１４

②

⑤
③④

⑥

⑦


